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TGP79_01 食道造影工 ッ クス線像
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TGP79.02 MRI矢状断 (T1強調像)

TGP79.04 経口食道造影MRI冠状断 (T1強調像)

Commer晦:

MRIのTl強調{象撮像時にカルメロースと クエン酸

鉄アンモニウムを混合して作製したMRI用経口食道

造影斉IJ を患者に服用させた。 なお、 MRIの撮像は、

GE社製MRI (Signa. L5T) を使用し、 心電図同期下

にてスピンエコー法により行った (TGP79.02-05) 。

これに よ っ て、 食道内腔と周囲の臓器、 と く に心臓

や大動脈 ・ 胃との位置関係が明瞭に把握でき、とく

に経口食道造影MRIの冠状断・ 矢状断 (TGP79.03，04) 

では食道造影エックス線像 (TGP79.01 ) と ほぼ近

似しかっ同時に病巣の厚さおよ び範囲を把握し得る

画像が得られた。 引き続いて行われた胃内視鏡検査

によ っ て、胃噴門部痛の食道進展であることが

adenocarcinomaとの組織診とともに確認された。

断層映像研究会雑誌第22巻第l号

TGP79.03 経口食道造影MRI矢状断 (T1強調像)

TGP79.05 経口食道造影MRI体軸断 (T1 強調像)

Conclusion : 

経口食道造影MRIが診断~病巣の進展範囲の把握に

有用であっ た胃 I噴門部癒食道進展の一例について 、

そのM悶像を中心として報告した。
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